
レビューシート（令和４年度レビュー対象事業：フォローアップ型）

退職手当引当金繰入額 c 108 千円 100 千円 108 千円 100 千円

総コスト（①＋③） 13,651 千円 19,623 千円 19,244 千円 18,987 千円

職員給与費　　　　   a 1,427 千円 1,431 千円 1,520 千円 1,581 千円

賞与引当金繰入額     b 117 千円 119 千円 117 千円 119 千円

執行率（（①/②）×100） 92.3% 100.0% 100.0% 100.0%

0.2人
人件費③（a＋b＋c）

従事人員 0.2人 従事人員 0.2人 従事人員 従事人員 0.2人

1,651 千円 1,650 千円 1,744 千円 1,799 千円

予算額②
※精算補正前の予算を記載

13,000 千円 17,973 千円 17,500 千円 17,188 千円

（

財
源
内
訳
）

(国庫) (0千円) (0千円)

(起債) (0千円) (0千円) (0千円) (0千円)

(一般財源) (12,000千円) (17,973千円) (17,500千円) (17,188千円)

5,973 千円 5,500 千円 5,188 千円

0 千円 0 千円

12,000 千円 12,000 千円

0 千円

補助金・交付金 0 千円 0 千円

貸付金 0 千円

その他 12,000 千円 12,000 千円

事業目的

　人間尊重の精神や生命に対する畏敬の念を培うとともに、人間としてよりよく生きるための基盤となる道
徳性の育成や、阪神淡路大震災を語り継ぎ、激甚化する気象災害等から自らの生命を守る能力、共生を育む
心の育成を行うために、効果的な副読本を作成し、指導体制の充実や家庭・地域との連携を推進し、豊かな
心の育成を図る。

事業概要

　兵庫ゆかりの著名人からのメッセージや地域の伝統文化、阪神淡路大震災の被災県としての経験等、教科
書には載っていない兵庫県ならではの地域に根ざした、兵庫の道徳教育・防災教育の充実を図るため、教育
副読本を作成・配布し、学校教育活動全体を通じて活用するとともに、家庭での有効活用も促進すること
で、児童生徒の豊かな情操や規範意識、他者への思いやりの心を育成する。

業務フロー

　道徳教育副読本の作成　　　　→　毎年度個人へ配布を実施
　防災教育副読本の作成・改訂　→　校種毎に順次改訂に併せてデジタルブック化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　R5：小学校低学年版
　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6：小学校高学年版
　　　　　　　　　　　　　　　　　　R7：中学生版
　　　　　　　　　　　　　　　　　　R8：高校生版

事業費① 12,000 千円 17,973 千円 17,500 千円 17,188 千円

５年度決算額 ６年度当初予算額 ７年度当初予算額

経

費

内

訳

報酬・賃金 0 千円 0 千円 0 千円

R4レビュー時の
外部委員会意見

・デジタル化を一気に進めてしまうと後戻りできないので、まずは中学生等からモデル的に実施し、課題が
生じないかを確認するなど、事業展開にあたってPDCAを意識するべき。
・利用がどのようにされているかを把握するために、学校での利用状況、各家庭内での利用状況のアンケー
ト実施を検討してほしい。

改善結果

改善状況
取組過程

・令和６年度から配付している道徳教育副読本には、デジタル化への対応を踏まえ、二次元コードを設定するととも
に、道徳教育実践研修等において積極的な活用について周知している。また、兵庫県道徳教育実践推進協議会におい
て、デジタル化へ向けた意見を委員から収集している。
・学校や家庭における道徳教育副読本の利用状況等を把握するために、道徳教育推進状況調査を実施し、その結果を
管内市町教育委員会へ情報提供するとともに、積極的な活用について啓発している。
・防災教育副読本については、令和５、６年度に小学校低学年用、高学年用の改訂及びデジタルブック化を実施済
み。今後は令和７年度に中学生用、令和８年度に高校生用の改訂及びデジタルブック化を予定している。副読本の授
業等での活用方法を示した展開例の作成や、各学校の防災担当者の研修等での活用方法の周知を実施し、活用促進を
図っている。

事
業
に
要
す
る
コ
ス
ト

４年度決算額

(0千円) (0千円)

(特定) (0千円) (0千円) (0千円) (0千円)

0 千円 0 千円

0 千円

委託料 0 千円

実 施 方 法 直執行 委　託 補　助 その他(　　　　　) 実施主体等 兵庫県

事 業 区 分 国補助事業 県単独事業

開 始 年 度 平成９年度 終 了 年 度 － 関連計画等 第３期ひょうご教育創造プラン

ﾚﾋﾞｭｰ項目
(事業名)

教育副読本のデジタル化および家庭・地域での活用促
進（教育副読本配布事業）

部（局） 教育委員会事務局

所管課 義務教育課・教育企画課

担当班 生徒指導班・教育企画班

連絡先 078-362-3773・078-362-3214

様式３
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説明
GIGAスクール構想による１人１台端末のもと、効果的に学習できるように副読本の電子化等を検討。併せて、副読本
の活用率向上が図られるよう引き続き活用促進に取り組む。

外

部

委

員

会

意

見

〇本事業は、兵庫県独自の道徳・防災教育を推進するための副読本を作成・配布し、学校教育のみならず家庭・地域での活用を促進す
る点で、教育の質の向上に資する重要な取組である。
○特に、令和６年度以降の道徳教育副読本への二次元コード導入や、道徳教育推進状況調査の実施は、PDCAサイクルに基づいた改善
の姿勢が見られ、評価に値する。学校・家庭での利用実態の把握と情報共有を通じて、教材の有効性を高める工夫がなされている。
○また、防災教育副読本については、校種別に段階的な改訂とデジタルブック化が進められており、展開例の作成や防災担当者向け研
修を通じた活用促進の取組は、実践的な防災教育の充実に寄与している。
○今後は、GIGAスクール構想の進展を踏まえ、ICTを活用した副読本のさらなる利便性向上と、児童生徒の道徳性・防災意識の育成に
対する効果検証を継続的に行うことが望まれる。副読本の活用が地域社会との連携強化にもつながるよう、引き続き工夫と改善を重ねて
いただきたい。

改善基準 －

自

己

評

価

評価の視点 評価 目標に対する達成状況（総合的評価）

○有効性（評価指標に対する実績）
　　・県民ニーズを的確に踏まえた事業か
　　・民間での事業実施は見込めない事業か
　　・指標・目標設定は適切か
　　・活動実績は十分か
　　・想定された成果を達成しているか　など

　道徳教育副読本は、子どもたちが郷土に誇りを持
つとともに、自己の生き方について考えることができ
る教材として、計画的に活用している。
　防災教育副読本は、防災教育に特化した唯一の教
材であり、様々な自然災害から自ら命を守り、主体的
に判断し行動する力を育成するために、活用してい
る。

　防災教育副読本のデジタル化が段階的に進
む中、今後も引き続きデジタル化による効果・
検証を行い、道徳教育副読本が家庭や地域
でより活用されるような方策を検討していく。ま
た、道徳教育副読本を積極的に活用できるよ
う効果的な研修を進めることで、目標達成を
目指していく。

○効率性（最小のコストで最大の効果）
    ・業務改革に取り組んでいるか
　　・コスト削減の工夫を行っているか
　　・ICTや民間活力は活用しているか
　　・受益者負担は適正か
　　・財源確保の工夫は行っているか　　など

　道徳教育副読本は、日常は家庭への持ち帰り、長
期休暇中に親子読書を呼びかけ感想を募っており、
家庭での活用を促している。
　また、閲覧できる施設を400箇所以上設置し、地域
での活用促進も図っている。
　防災教育副読本は、教科の横断的な学習や避難
訓練等でも活用している。

　防災教育副読本は、全ての県内公立学校に
おいて活用が図られ、「兵庫の防災教育」の
推進に寄与しており、実践的な防災教育の実
施を図るために、引き続き活用を促進してい
く。

課題・今後の方向性

改善 他事業と統合 その他

目 標 100 100 100 100

100.0%

終期設定 有（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　・ 無

(196 千円) (192 千円) (190 千円)

100.0% 100.0% (100.0%)

6時間確保

子どものふるさと意識を醸成するたあ
め、兵庫版道徳教育副読本を活用した
年間授業時間（中学校）

実 績 ( 見 込 ) 6.2 6.2 6.2 (6.2)

100%

「兵庫の防災教育」の推進を図るため、
県内公立学校における教育活動での防災
教育副読本の活用率

実 績 ( 見 込 ) 100 100 100 (100) 【－】

(単位当たりコスト) (137 千円)

達 成 率 ( 見 込 )

活動指標（アウトプット指標③）

達 成 率 ( 見 込 ) 103.3% 103.3% 103.3% (103.3%)

【－】

(単位当たりコスト) (2,202 千円) (3,165 千円) (3,104 千円) (3,062 千円)

活動指標（アウトプット指標①） 目 標 6 6 6 6

活動指標（アウトプット指標②） 目 標 6 6 6 6

達 成 率 ( 見 込 ) 103.3% 101.7% 105.0% (105.0%)

子どものふるさと意識を醸成するたあ
め、兵庫版道徳教育副読本を活用した
年間授業時間（小学校）

実 績 ( 見 込 ) 6.2 6.1 6.3 (6.3)

100

【－】

(単位当たりコスト) (2,202 千円) (3,217 千円) (3,055 千円) (3,014 千円)

(R10)

(単位当たりコスト) －

－ － 97.1% (100.0%)

6時間確保

達 成 率 ( 見 込 )

－ (233 千円) (216 千円)
地域や関係機関と連携して防災（避難）
訓練を実施した学校の割合（小、中、高、
特別支援学校）

実 績 ( 見 込 ) － － 82.5 (88)

成果指標（アウトカム指標④）（～R5） 目 標 50.0 55.0 － －

成果指標（アウトカム指標⑤）（R6～） 目 標 － － 85 88

地域と連携した防災訓練を実施した学校
の割合（中学校）

実 績 ( 見 込 ) 24.3 25.1 － －

(単位当たりコスト) (562 千円)

達 成 率 ( 見 込 ) 48.6% 45.6%

－

(782 千円) － －

－ －

地域と連携した防災訓練を実施した学校
の割合（小学校）

実 績 ( 見 込 ) 41.6 38.8 － －

(単位当たりコスト) (328 千円)

－

64.0% 55.4% － －

(506 千円) － －

達 成 率 ( 見 込 )

成果指標（アウトカム指標②） 目 標 78.5 80.0 83.3 86.2

成果指標（アウトカム指標③）（～R5） 目 標 65.0 70.0 － －

自分には良いところがあると思う生徒の
割合（中学校）

実 績 ( 見 込 ) 78.0 79.6 83.0 (85.3)

達 成 率 ( 見 込 ) 99.4% 99.5% 99.6% (99.0%)

上回る

(単位当たりコスト) (175 千円)

(224 千円)

(247 千円) (232 千円) (226 千円)

全国平均を

評

価

指

標

指標名 区　　分
４年度
実績

５年度
実績

達 成 率 ( 見 込 ) 98.6% 99.6% 99.3% (99.1%)

83.2 83.5 (86.1) 上回る

(単位当たりコスト) (175 千円) (236 千円) (230 千円)

全国平均を

自分には良いところがあると思う生徒の
割合（小学校）

実 績 ( 見 込 ) 78.2

６年度
見込

７年度
目標

最終目標

【年度】

成果指標（アウトカム指標①） 目 標 79.3 83.5 84.1 86.9


